
県内の交通死亡事故９件９人(前年比＋１件＋１人）

１ 交通事故発生状況（令和６年２月末速報値）

２ 全国及び東北の死者数（令和６年２月末速報値）

３ 令和６年中の交通死亡事故等の主な特徴

(1) 交通死亡事故は前年と比べ増加、仙台市内で６人死亡
令和６年中の交通死亡事故は９件９人で、前年と比べて＋１件

＋１人と増加しています。特に、仙台市内の交通事故死者数は６
人で、全死者数の約７割(66.7％)を占めています。
状態別では、歩行中が４人(前年比＋３人）と増加した一方

で、四輪車乗車中が２人(前年比－５人）と減少し、自転車と二
輪車がそれぞれ１人、そして除雪機を押し歩いていた人(軽車両
扱い）が１人となっています。

(2) 高齢者の死亡事故が約６割
高齢者が死亡する交通事故は５件５人(前年比±０件±０人）

で、全死者数の約６割を占めています。
高齢死者の状態別では、歩行中が３人で最も多く、自転車と軽

車両が１人ずつとなっています。
また、昼夜別では、高齢者事故５件全てが夜間に発生していま

す。

(3) 夜間の発生が多い
昼夜別では、約９割（死亡事故９件中８件。88.9％)が夜間

に発生しており、内６件が日没１時間後～日出１時間前
の真っ暗な時間帯に発生しています。

(4) 飲酒運転による人身交通事故発生状況（一般原付以上の第１当事者）
飲酒運転による人身事故は３件（死者０人。負傷者４人）で、

死亡事故の発生はなく、前年と比べて、発生件数は＋１件、負傷
者数は＋２人となっています。

年 月 日 時
曜
日
昼
夜
天
候 発生場所 路線 形状

高
齢 車種

高
齢 車種 事故類型Ａ事故類型Ｂ

高
齢 状態

1 6 1 2 17 火 夜 晴 角田市梶賀 市道 直線 ○ 軽乗 ○ 歩行者 人対四輪 背面通行 ○ 歩行中

2 6 1 3 17 水 夜 晴 栗原市築館 市道 直線 ○ 自転車 自転車単独 路外逸脱 ○ 自転車

3 6 1 6 21 土 夜 曇 宮城野区榴岡 市道 直線 普乗 ○ 歩行者 人対四輪 横断中 ○ 歩行中

4 6 1 7 20 日 夜 曇 気仙沼市本吉町 自専道 直線 軽乗 四輪単独 工作物衝突 四輪車

5 6 1 12 7 金 昼 晴 泉区八乙女中央 県道 交差点 普乗 普乗 車両相互 右折直進 四輪車

6 6 1 17 6 水 夜 晴 青葉区作並 国道 直線 大貨 ○ 軽車両 車両相互 出会頭 ○ 軽車両

7 6 1 17 22 水 夜 晴 宮城野区扇町 市道 交差点 中貨 二輪車 車両相互 出会頭 二輪車

8 6 1 30 6 火 夜 晴 太白区富田 市道 交差点 普乗 ○ 歩行者 人対四輪 横断中 ○ 歩行中
9 6 2 7 19 水 夜 晴 若林区遠見塚 市道 カーブ 普乗 歩行者 人対四輪 その他 その他

死者
№

発生年月日等 第１当事者 第２当事者 事故類型

四輪車 二輪車 自転車 歩行者 その他 高齢者 高齢歩行者

2 1 1 4 1 5 3 1

7 0 0 1 0 5 1 4

増 数 -5 1 1 3 1 0 2 -3

減 率 -71.4 - - 300.0 - 0.0 200.0 -75.0

本　年

前　年

区　　分
死者の状態別(人数） 高齢死者の状況(人数） 高齢運転者

による

事故死者数件　　数 死者数 重  傷 軽  傷 計

590 9 9 65 642 707

640 8 8 60 721 781

増 数 -50 1 1 5 -79 -74

減 率 -7.8 12.5 12.5 8.3 -11.0 -9.5

区　　分 発生件数

本　 　年

前　   年

死　亡　事　故 負　傷　者　数

全　国 東　北 宮城県 青森県 岩手県 秋田県 山形県 福島県

405 42 9 8 7 4 3 11

387 35 8 6 5 3 4 9

増 数 18 7 1 2 2 1 -1 2

減 率 4.7 20.0 12.5 33.3 40.0 33.3 -25.0 22.2

区　　分

本  　 年

前   　年
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